
























また、平成 26 年 3 月に改訂された「港湾衛生管理ガイドライン」（平成 26 年 3 月 24 日


































が捕獲された場合は、「動物の愛護及び管理に関する法律」（昭和 48 年 10 月 1 日法律第


















各調査地区について、ねずみ族はラットトラップ 10 箇所（R01 ～ 10）、マウストラップ 10







いトラップを設置し、調査期間中は常に 1 調査地区のトラップ数を 20 個となるようにした。
蚊族調査は、蚊族の侵入リスクや生息環境等を考慮して調査地区内に蚊族を誘引する目









査した。成虫調査は各調査地区について、CDC ライトトラップ 1 箇所（A01）に平成 27
年 9 月 9 日～ 9 月 10 日、9 月 14 日～ 9 月 15 日の 2 回、幼虫調査はオビトラップ 3 箇所

















2 調査地区で合計 15 頭のねずみ族の捕獲があり、すべてクマネズミ（Rattus rattus）で
あった。頭胴長 58 ～ 156 mm、尾長 70 ～ 179 mm、後肢長 12 ～ 37 mm、体重 8 ～ 177 g




成虫調査は、平成 27 年 9 月 9 日～ 10 日、9 月 14 日～ 15 日の 2 回行った。合計でヒト






幼虫調査は平成 27 年 9 月 9 日から 15 日までオビトラップを設置したが、いずれの調査
定点でも幼虫の捕集はなかった。幼虫調査では水域定点のみ捕集があり、オガサワライエ















2015/9/11 HTM Ⅰ R01 クマネズミ ♀ 生 62.0 121.0 152.0 30.0 20.5 
2015/9/11 HTM Ⅰ R02 クマネズミ ♂ 生 71.0 124.0 169.0 32.0 21.0 
2015/9/11 HTM Ⅰ R10 クマネズミ ♀ 死 46.0 105.0 135.0 28.0 18.0 
2015/9/11 HTM Ⅱ R02 クマネズミ ♀ 生 70.0 130.0 151.0 29.0 19.0 
2015/9/11 HTM Ⅱ R10 クマネズミ ♀ 死 63.0 123.0 148.0 30.0 19.0 
2015/9/12 HTM Ⅰ R10 クマネズミ ♂ 生 46.0 118.0 132.0 29.0 21.0 








2015/9/12 HTM Ⅱ M05 クマネズミ ♂ 生 12.0 58.0 79.0 17.0 12.0 
2015/9/12 HTM Ⅱ R07 クマネズミ ♂ 生 94.0 156.0 179.0 31.0 20.0 
2015/9/12 HTM Ⅱ R09 クマネズミ ♂ 生 177.0 153.0 +157.0 30.5 21.5 
2015/9/13 HTM Ⅰ R08 クマネズミ ♂ 生 72.0 140.0 165.0 31.0 22.0 
2015/9/13 HTM Ⅰ R10 クマネズミ ♂ 生 72.0 110.0 158.0 30.0 19.5 
2015/9/13 HTM Ⅱ M05 クマネズミ ♂ 生 8.0 61.0 70.0 12.0 12.5 






平成 26 年の検疫所の調査において、調査を行った 98 の海港及び空港のうち、66 の海港
及び空港（67.3%）でねずみ族の生息が確認されているが、一調査地区あたりの捕獲率は
0.55 頭である。二見港では実にその 13 倍以上（7.5 頭 / 調査地区）の高い捕獲率であり、
生息密度が非常に高いことがわかる。
検疫所では、マニュアル（「港湾区域等衛生管理業務の手引きについて（平成 26 年 3 月
















♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀
2015/9/9 ～ 9/10
HTM Ⅰ A01 0 0 0 1 0 0 0 1 陰性
HTM Ⅱ A01 0 0 0 0 0 2 0 2 陰性
2015/9/14 ～ 9/15
HTM Ⅰ A01 0 0 0 0 0 0 0 0





HTM Ⅰ L04 側溝 29.1 0 8 2
HTM Ⅰ L05 溜枡 29.3 0 7 0
HTM Ⅰ L06 溜枡 28.1 0 88 0
HTM Ⅰ 定点外 溜枡 26.2 3 0 0
HTM Ⅱ L04 側溝 28.2 0 0 2
HTM Ⅱ L05 側溝 27.2 0 5 0
HTM Ⅱ L06 側溝 28.6 0 0 2
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策を行っている。今回の調査結果はマニュアルのリスク B に該当する。リスク B とは「検
疫感染症等の侵入リスクは今のところ低いが①引き続き、基礎的調査を継続しつつ、媒介
動物の生息密度を下げる衛生対策を実施する。②翌年の調査は、原則、基礎的調査を継続





















































































小笠原諸島では、黄熱の媒介種であるネッタイシマカ（Aedes aegypti）が 1917 年当時分
布していた記録があるが（山田、1917a; 山田、1917b）、それ以降、米軍統治下の調査
（Bohart, 1956)、1968 年の和田らの調査では発見されていない。その他、Toma & Miyagi
（2005）及び Tanaka & Mizusawa（1979）、高橋（1973）の報告をまとめると、小笠原諸
島 に て、 ネ ッ タ イ イ エ カ（Culex quinquefasciatus）、 コ ガ タ ア カ イ エ カ（Culex 
tritaeniorhynchus）、オガサワライエカ（Culex boninensis）、シノナガカクイカ（Culex 
(Lutzia) shinonagai）、トウゴウヤブカ（Aedes togoi）、セボリヤブカ（Aedes savoryi）、ヒ
トスジシマカ（Aedes albopictus）、タカハシシマカ（Aedes wadai）、ミナミハマダライエ
カ（Culex mimeticus）、トラフカクイカ（Culex (Lutzia) halifaxii）の分布が報告されてい
る。
今回の調査で採取した蚊の種類は、ヒトスジシマカ、アカイエカ群、オガサワライエカ、
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